
小岱工芸館指定管理者仕様書 

 

１ 趣旨 

本仕様書は、荒尾市地域産業交流支援館小岱工芸館（以下「小岱工芸館」という。）の指

定管理者の公募に当たり、小岱工芸館の管理の内容及び履行方法について定めるものとする。 

 

２ 対象施設の概要 

建物概要 

竣工時期  平成１１年３月３１日 

開館時期  平成１１年４月１７日 

構造    鉄筋コンクリート（一部木造） 

階数    平屋建て 

敷地面積  １，９０３㎡ 

延床面積  ４７８㎡（建築面積：５０２㎡） 

施設内容  

１階：事務室、多目的ルーム、研修室Ａ（和室）、研修室Ｂ（和室）、工芸室、陶芸

窯収蔵庫、塗装室 

屋外：駐車場 ２１台 

    

区  分 面 積 設  備 主 な 用 途 

事務室 １６㎡   

研修室Ａ（和室） ２７㎡ 机、炉、茶室 会議、研修会、茶道など 

研修室Ｂ(和室) ３０㎡ 机 会議、研修会など 

工芸室 ８４㎡ 作業台、イス、電動ろくろ 陶芸体験など 

陶芸窯収蔵庫、塗装室 ３０㎡ ガス窯、制御盤など  

多目的ルーム ２０９㎡ 音響、演台、パネル 研修会、講演会など 

 

３ 開館時間 

午前９時３０分から午後９時３０分まで 

※必要な場合は、開館時間を変更することができる。変更等の提案がある場合は、指定管

理者事業計画書（別紙様式１）において提案すること。（荒尾市地域産業交流支援館条

例第１３条第２項） 

 

４ 休館日 

毎週月曜日（ただし、月曜日が休日に当たるときは、その翌日が休館日） 

年末年始(１２月２９日から１月３日まで) 

※必要な場合は、休館日を変更することができる。変更等の提案がある場合は、指定管理

者事業計画書（別紙様式１）において提案すること。（荒尾市地域産業交流支援館条例

第１３条第２項） 

 

 



５ 法令等の遵守 

小岱工芸館の管理に当たっては、本仕様書のほか、次に掲げる法令に基づかなければなら

ない。 

（１）荒尾市地域産業交流支援館条例、同施行規則 

（２）地方自治法、同施行令、同施行規則ほか行政関係法令 

（３）荒尾市情報公開条例、荒尾市個人情報の保護に関する法律施行条例 

（４）労働基準法、労働安全衛生法ほか労働関係法令 

（５）ビル管理法、同施行規則、水道法、同施行規則、建築基準法、消防法、同施行規 

則、電気事業法その他施設、設備の維持管理又は保守点検に関する法令 

（６）その他 

① 指定管理者は、施設の使用許可承認等行政処分に相当する権限を行使するときは、荒

尾市行政手続条例第２章の規定を遵守すること。 

② 指定管理業務を行うに当たり作成し、又は取得した文書等は、適正に管理し、５年間

保存すること。指定期間を過ぎた後も同様とします。 

③ 指定管理者は、業務の実施に当たっては、省エネルギーの徹底と温室効果ガスの排出

抑制に努めるとともに、廃棄物の発生抑制、リサイクルの推進、廃棄物の適正処理に努

めること。また、環境負荷の軽減に配慮した物品等の調達（グリーン調達）に努めるこ

と。 

 

６ 業務内容 

（１）施設の運営に関すること。 

① 施設の貸出し等、管理に関すること。 

利用申請（予約も含む）の受付、利用の許可、利用の取消し等に関する業務 

② 利用料金の徴収等に関すること。 

ア 利用者から利用料金を徴収すること。 

 イ 利用料金の減免については、荒尾市地域産業交流支援館条例及び同施行規則に 

定める使用料の減免の基準により行うこと。なお、荒尾市地域産業交流支援館条例・ 

施行規則に定める基準により行った減免相当額については、後日、市から補塡する。 

  ウ 徴収した利用料金等については、報告書を作成すること。書式・記載内容は協定で 

定める。 

③ 施設利用の相談・案内に関すること。 

ア 利用者が施設を利用するに当たり、必要な指導、助言を行うこと。 

イ 受付業務には、１名以上を配置し、利用者へのサービスに支障なく対応できる人員

体制とすること。 

ウ 利用許可申請に係る事務処理を行うこと。 

エ 各施設利用のための書類及び利用者に対する利用の手引を作成すること。 

 オ 電話での問合せや視察、施設見学等へ対応すること。 

④ 職員の配置に関すること。 

 ア 小岱工芸館の管理・運営全般を行う者（館長）を１名とその他必要な人員を配 

置すること。 

※他の地域産業交流支援館の館長を兼務することは可とするが、各施設の管理運営業

務に支障がない職員体制とすること。 

イ 電気主任技術者、甲種防火管理者等施設を管理するに当たって必要な資格、免許を 

有する者を置くこと（施設管理について、有資格者へ委託する場合は、この限りでは 

ない。ただし、甲種防火管理者は除く）。 



⑤ 自主事業に関すること。 

  ア 指定管理者は、自主事業を企画し、実施することができる。なお、施設の利用につ 

いては、自主事業及び市との共催等により関係団体が利用する場合を優先し、荒尾市 

地域産業交流支援館条例施行規則で定める利用許可申請受付期間に先行して予約がで 

きるものとする。 

  イ 実施に当たっては、地域住民、利用者のニーズを把握するとともに、自らが主体的 

に事業を実施するだけでなく、住民、市民活動団体、自治会、事業者等と連携を図る 

など十分な工夫をすること。 

  ウ 自主事業については、事前に市と協議し事業計画書を作成すること。 

・工芸室を十分に活用できるものをはじめ、地域活動の促進や人材育成につながる事

業。（令和２年から４年度の事業は「小岱工芸館自主事業実施状況」のとおり。） 

・小代焼等の伝統的工芸品の普及促進に繋がる事業。 

・その他、施設の設置目的に沿った事業。 

  ⑥ 施設の情報発信に関すること。 

    施設で実施する教室、講演会等については、SNS等を活用した情報発信に努め、利用促

進を図ること。 

⑦ 業務報告書（月報）の作成に関すること。 

指定管理者は、利用者統計や収支について記載した業務報告書（月報）を作成し、毎

月、市に提出すること。書式及び記載内容は協定で定める。 

⑧ 台風及び地震等の災害時の避難場所開設に関すること。 

  ア 小岱工芸館は、災害時の避難所として位置付けられているため、適切な対応を行う

こと（休館日を除き、原則、開館時間の午後９時３０分までは指定管理者による対

応）。 

  イ 市と協議の上、災害発生時の避難所開設について対応マニュアルを作成すること。 

  ウ 避難所開設時の施設使用料は無償とする。 

⑨ 選挙時における投票所使用に関すること。 

  ア 市選挙管理委員会から公職選挙法に基づく投票所として使用依頼が行われた際は、 

自主事業を含めその他利用に優先して協力しなければならないものとし、利用予定者 

との連絡調整に必要な措置は指定管理者が行うものとする。 

  イ 投票所として使用する際は、設営時以降、投票時の終日に至るまでは全室利用を禁 

止する。 

  ウ 選挙の際の施設の利用料は、市選挙管理委員会から提示された利用料金とする。 

（２）施設及び設備の維持管理に関すること。 

① 保守管理業務 

施設の適正な運営を行うため、次の設備等について保守点検管理を行うこと。なお、詳

細については、「維持管理業務一覧」を参照すること。 

   ア 建築物の保守管理 

     建築物の内外、外構等の日常点検、定期点検等を行い、美観及び安全性の確保に努 

めること。 

   イ 建築設備の保守管理 

     建築設備（空調設備、給排水設備、電気設備等）の日常点検、定期点検等を行い、 

初期の性能を維持すること。 

   ウ 防災設備の保守管理 

     防災設備の日常点検、定期点検を行い、初期の性能を維持すること。 

   エ 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の保守管理 



     急病人の発生に常時対応できるよう、日常点検及び定期点検を行い、初期の性能を 

維持するとともに、職員の機器取扱いの習熟を図ること。 

② 環境維持管理業務 

   ア 施設の環境を維持し、快適な環境を保つため清掃業務を適切に行うこと。 

   イ 床、壁、扉、ガラス、鏡、照明器具、衛生器具等について、場所ごとに日常清掃、 

定期清掃を組み合わせ、ゴミ、埃、汚れ等のない状態を保つこと。 

    ※ 作業に当たっての条件は次のとおりとする。 

     ・日常の清掃業務：週５時間以上 

     ・ワックスのみ ：年１回以上 

     ・総合清掃   ：年１回以上（ワックス含む。） 

     ・２年に１回以上、空調設備の総合清掃（アルミフィンまでの清掃）を行うこと。 

③ 保安警備業務 

    施設内の秩序を維持し、事故、盗難、破壊等の犯罪並びに火災等の災害発生を警戒・ 

予防し、財産の保全と利用者の安全を守るために、保安警備業務を適切に行うこと。 

   ア 地震、火災等の災害発生に対する消防計画書をあらかじめ作成し、定期的な訓練の 

実施等により職員に周知徹底を図ること。 

   イ 事故、盗難等の緊急事態発生に対する対応マニュアルをあらかじめ作成して、職員 

に周知徹底を図ること。 

   ウ 敷地内及び駐車場での災害、事故、犯罪等の発生を未然に防止できるよう、適切な 

管理を行うこと。 

   エ 施設利用者の入退場を適切に管理すること。 

   オ 市が提示する仕様に基づき、機械警備を実施すること。 

④ 施設の保全業務 

   ア 施設を安全かつ安心して利用できるよう、施設の保全予防に努めること。また、建 

築物や設備等の不具合を発見したときは、速やかに市に報告すること。 

   イ 上記以外の他の館内設備・機器の維持管理については、「維持管理業務一覧」を参 

照のこと。 

⑤ 設備・備品等の管理業務 

   ア 備品の保守管理 

    ・施設運営に支障を来さないよう備品の管理を行うこと。 

    ・市が定める規程に基づき、備品管理簿により管理を行うこと。 

    ・破損、不具合が発生したときは、速やかに市に報告すること。 

   イ 消耗品 

     施設の運営に支障を来さないよう、必要な消耗品は適宜指定管理者が購入し管理を 

行うこと。 

（３）情報公開に関すること。 

   行政文書の開示を請求する権利を十分尊重し、情報公開に努めること。 

（４）個人情報保護に関すること。 

① 小岱工芸館の適正な管理運営のため、「個人情報取扱特記事項」を遵守すること。 

② 個人情報保護の体制をとり、職員に周知・徹底を図ること。 

（５）利用料金に関すること。 

利用者のニーズに主体的に対応し、公平性の観点から受益者負担を求めるとの考えから

利用料金制を導入する。 

① 利用料金の設定 

指定管理者が、利用料金を設定する際は、その理由を添えて書面にて市に届け出るこ



と。指定管理者は、利用料金の設定が市に承認された場合、利用者等に対し速やかに告

知する。指定管理者は、承認された利用料金を適用する最初の利用日までに最低３か月

間の告知期間を設けなければならない。 

② 利用料金の管理 

指定管理者は、利用者から徴収した利用料金に関する帳簿を作成し、管理するものと

する。 

（６）その他 

  ① 事業計画書及び事業報告書の作成 

    次年度の事業計画書にあたっては、市と調整を図り、毎年度２月末までに作成し、市

に提出すること。また、会計年度終了後３０日以内に市に事業報告書を提出すること。 

  ② 市との連絡調整 

    施設の円滑な運営を図るため、指定管理者と市との連絡会議を開催する。 

（年３回程度） 

③ 緊急時対策、防犯・防災対策について、マニュアルを作成し、職員に指導を行うこと。 

④ 施設の使用に関する要綱の策定について、市と協議を行うこと。また、要綱を改定す

る場合も同様とする。 

⑤ 小岱工芸館は、荒尾市防災計画により、避難施設として位置づけられているため、災

害時の使用を妨げないこと。 

⑥ 小岱工芸館は、選挙の際の投票所として位置付けられているため、選挙時の使用を妨

げないこと。 

 

７ 経費等について 

（１）予算の執行 

予算の執行については、次によること。 

① 人件費 

   館長、その他の職員の給与等は、申請団体からの予算提案額に定めた額で執行する。 

② 事務費（旅費、消耗品費、通信費、備品購入費等） 

旅費、消耗品費、通信費、備品購入費等の費用については、申請団体からの予算提案

額に定めた額で執行する。 

③ 事業費（自主事業費等） 

   自主事業費については、申請団体からの予算提案額に定めた額で執行する。 

④ 管理費 

ア 電気、ガス及び上下水道料金については、申請団体からの予算提案額に定めた 

額で執行する。なお、電気については、「有明エナジー株式会社」からの電力調達を

受けるものとする。 

イ 清掃費、機械警備費、設備保全費（冷暖房設備、消防設備、電気設備等）、害虫駆

除料、設備巡視点検料等については、申請団体からの予算提案額に定めた額で執行す

る。 

ウ 修繕費は、１件２０万円（税込み）以下を対象とし、年間６０万円以内（地域産業

交流支援館他２館分も含む）で執行し、年度末清算とする。ただし、指定管理期間終

了後の買取りは求めないことを条件に、市との協議に基づき執行する場合はこの限り

でない。 

⑤ 事務経費（労務、経理、契約等の事務に要する経費） 

  労務、経理、契約等の事務に要する経費については、申請団体からの予算提案額に定 

めた額で執行する。 



（２）精算報告及び事業報告 

① 会計年度（４月１日から翌年３月３１日まで）終了後、３０日以内に事業の精算及

び報告を行うこと。 

② 修繕費について、残額が生じた場合は、市へ戻入すること。 

（３）経理規程 

指定管理者は経理規程を策定し、経理事務を行うこと。 

（４）立入検査について 

市は必要に応じて、施設、物品、各種帳簿等の現地検査を行うこととする。 

 

８ 物品の帰属等 

（１）市が指定管理者に対して指定管理料により物品を購入させるときは、購入後の物品は

市の所有に属するものとする。 

（２）指定管理者は、市の所有に属する物品については、荒尾市物品会計規則及び関係例規

の管理の原則及び分類に基づいて行うものとする。また、指定管理者は同規則に定めら

れた物品整理簿を備えてその保管に係る物品を整理し、購入及び廃棄等の異動について

定期的に市に報告しなければならない。 

（３）指定管理者は、業務において使用する市の所有に属する物品については、荒尾市物品

会計規則第３０条に準じて現在高の調査を行い、同規則に定められた様式に準じて、遅

滞なく市に報告しなければならない。 

 

９ 業務を実施するに当たっての注意事項 

業務を実施するに当たっては、次の各項目に留意して円滑に実施すること。 

（１）公の施設であることを常に念頭において、公平な運営を行うこととし、特定の団体等

に有利あるいは不利になる運営をしないこと。 

（２）指定管理者が施設の管理運営に係る各種規程・要綱等を必要とする場合は、市と協議

を行うこと。 

（３）各種規程等がない場合は、荒尾市の諸規程に準じて、あるいはその精神に基づき業務

を実施すること。 

（４）業務の全部又は主たる部分を一括して第三者に委任し、又は請け負わせてはならない。

ただし、あらかじめ、市の承諾を得た場合は、この限りではない。また、業務の一部を

再委託する場合は、委託先及び契約金額を市に届け出ること。 

（５）市の施策としての事業に、積極的に取り組むよう協力すること。 

（６）自動販売機又は公衆電話の設置については目的外使用となるため、市に対し「行政財

産使用許可申請」を行い許可を得ること。なお、自動販売機又は公衆電話を設置したこ

とにより発生する収益は指定管理者の収入とする。 

（７）その他、仕様書に記載のない事項については、市と協議を行うこと。 

（８）令和５年１０月から導入が予定されている消費税の適格請求書等保存方式（イン 

ボイス制度）に対応するため、適格請求書（インボイス）の発行事業者の登録を行うこ

と。適格請求書（インボイス）の発行をした際は、発行した適格請求書（インボイス）

を適切に保存すること。 

 

10 業務報告 

（１）市は、指定管理者に対しその管理の業務及び経理の状況に関して定期に又は必要に応

じて報告を求めることができる。 

（２）業務報告の内容に基づき、指定管理者の業務内容に改善が必要と認める場合は、市は



実地に調査し、又は必要な指示を行うことができる。 

（３）市の指示に従わない、又は指示によっても業務内容に改善が見られないと認めた場合

は、市は指定を取り消すことができる。 

 

11 リスク分担 

指定期間内における主なリスクについては、別紙の主なリスクの負担区分を前提とし、こ

れ以外のリスクに関する対応については、別途協議で定めるものとする。 

 

12 協議 

指定管理者はこの仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及び処理につい

て疑義が生じた場合は、市と協議し決定する。 



13 参考資料 

（１）自主事業実施状況 

【令和２年度】 

コース名 回数 受講者数 

陶芸教室 85回 416名 

HP作成講座 40回 83名 

レクレーションダンスの集い 8回 160名 

フラダンス教室 12回 35名 

男のヨガ教室 16回 116名 

健康麻雀教室 14回 130名 

小岱工芸館まつり 1回 50名 

合 計 176回 990名 

 

【令和３年度】 

コース名 回数 受講者数 

陶芸教室 79回 347名 

HP作成講座 37回 77名 

レクレーションダンスの集い 8回 160名 

フラダンス教室 20回 42名 

男のヨガ教室 15回 102名 

健康マージャン教室 29回 273名 

合 計 188回 1,001名 

 

【令和４年度】 

コース名 回数 受講者数 

陶芸教室 94回 400名 

HP作成講座 46回 84名 

レクレーションダンスの集い 12回 240名 

フラダンス教室 23回 48名 

男のヨガ教室 23回 161名 

健康マージャン教室 47回 548名 

スマホ教室 2回 8名 

合 計 247回 1,489名 

 

（２）修繕業務一覧 

年度 修繕箇所 

R1 ・駐車場車止設置 

R2 ・LED取替（多目的ルーム） ・自動ドア開閉装置一式交換  

・ブラインド取替 ・雨樋改修 

R3 ・LED 取替（工芸室・窯室） ・自動水栓取付工事 ・キュービクル式高圧受電

設備更新  

R4 ・LED取替（玄関ホール、トイレ 事務所 他） ・陶芸用ガス窯修繕  

・空調改修 



（３）施設備品一覧 

品名 規格 取得日付 台数 

ホワイトボード コクヨ BB-H634W H11.3.30 ２ 

展示パネル 岡村 4W58BC FP81 H11.3.30 ２０ 

展示パネルポール ポール H11.3.30 ４０ 

会議用テーブル コクヨ FTN-4 H11.3.30 ２０ 

演台 コクヨ WA-15T H11.3.30 １ 

座卓 コクヨ KT-L31T H11.3.30 １１ 

作業台 チトセ YG-36 H11.3.30 ６ 

折りたたみイス チトセ FSC-100N-A H11.3.30 １００ 

作業用イス コクヨ SG-T11M H11.3.30 ３５ 

保管庫（キャビネット） コクヨ S-645F1 H11.3.30 ２ 

収納棚 コクヨ CLK-65F1 H11.3.30 １ 

ビデオレコーダー アイワ HV-GR10 H11.3.30 １ 

窯制御盤 九州熱学 TR-100 H11.3.30 １ 

土練機 シンポ NVA-07B H11.3.30 １ 

ポットミル機 シンポ PTA-02 H11.3.30 １ 

乾燥機 シンポ DA-7 H11.3.30 １ 

ロクロ作業台 シンポ 1500*400*460 H11.3.30 ４ 

電動のこ マキタ 5606A H11.3.30 ６ 

ボール盤 日立工機 250-W H11.3.30 １ 

電動ホッチキス N1910 H11.3.30 １ 

電動カンナ 日立 FP20SB H11.3.30 ６ 

電動ドリル RYOBI DS12DVA H11.3.30 ９ 

糸鋸盤 ASAHIKOKI F24 H11.3.30 １ 

卓上木工旋盤 100ｖ H11.3.30 １ 

コンプレッサー 岩田塗装 MK140 H11.3.30 １ 

スプレーガン 岩田塗装 VX5106 H11.3.30 １ 

ロクロ シンポ RR-2 H11.3.30 １ 

食器棚 コクヨ 36M型 H11.3.30 １ 

26型液晶テレビ パナソニック TH-26LTX1 H21.12.11 １ 

ファクシミリ パナソニックFAX KXPD702DL（W） H26.5.9 １ 

掃除機 パナソニック MC-G3000P-S R1.8.19 １ 

ノートパソコン 富士通ノートパソコン FMVA43F3B R4.1.18 １ 

AED AEDハートスタート HS1+e R3.7.7 １ 
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小岱工芸館 維持管理業務一覧 

 

委託業務内容 回数など 備 考 

清掃業務 

（ワックス、総合清掃） 

ワックスのみ １回/年 

総合清掃   １回/年 
 

シロアリ駆除 ベイト工法によるシロアリ駆除  

夜間警備業務 機械による夜間警備 
盗難、火災の異常感知、及び関

係機関への通報、連絡、報告 

自動ドア保守点検業務 保守点検   ４回/年 両引：１台 

中継ポンプ業務 中継ポンプ維持管理 １２回/年 ２５人槽 

電気保安業務 

高圧閉塞器一次側接続点以降の高

圧及び低圧電気工作物保安管理 

点検回数  １２回/年 

定期点検   １回/年 

精密点検    １回/年 

契約種別：業務用電力 

設備容量：５０KVA 

受電電圧：６６００V 

 

消防設備点検業務 
外観・機能点検    １回/年 

外観・機能・総合点検 １回/年 
 

防火対象物定期点検業務 定期点検及び報告  １回/年  

ＡＥＤ保守管理業務 
日常点検（毎日）約３１０回/年 

定期点検（毎月）  １２回/年 

日常点検 

 外観、消耗品の交換時期、電

源を入れた際の基本動作の

確認 

 インジケータ等による正常

な状態の確認 

定期点検 

消耗品及びバッテリーの交換 

 消耗品及びバッテリーの使

用期限による交換、ＡＥＤを

使用したことによる消耗品

及びバッテリーの交換 

ガス窯及び制御装置保守点

検業務 

陶芸用ガス窯及びガス窯用自動制

御装置の保守点検業務 

２回/年 

委託先：有限会社 九州熱学 

佐賀県西松浦郡有田町 

中部丙赤坂2351 

※ 各委託業務実施後、１週間以内に市に報告すること。ただし、夜間警備業務や、電気保安

業務及び中継ポンプ業務等の、毎月の定期点検は除くものとする。 



【清掃業務の内容】 

清 掃 部 分 仕        様 面積または設置数 区 分 

多目的ルーム 

床表面の清掃、洗浄後、樹脂ワックス 

（ウレタンコートされた木用樹脂ワッ

クス）３層塗布 

２０９㎡ 総合清掃 

フロア 

ワック

ス 

その他のフロア 
床表面の清掃、洗浄後、 

樹脂ワックス３層塗布 
約１００㎡ 総合清掃 

フロア 

ワック

ス 

窓及び窓枠 

（２F高所有り） 
スクイジー清掃 ８５㎡ 総合清掃  

エアコン 

アルミフィンまでの清掃（ビルトインカ

セット型についてはフィルター、内部清

掃） 

天井埋め込み四方向噴き出し ２基 

天井埋め込み一方向噴き出し １基 

ビルトインカセット型    ２基 

５基 総合清掃  

換気扇 カバーをはずして内部まで清掃   １２基 総合清掃  

 

【消防設備の設置数】 

設 備 名 
事務室・

玄関 

研修室・

給湯室 

多 目 的

ルーム 
工芸室 合 計 

消 火 器    ２  １   ３ 

誘 導 灯 １   １  １   ３ 

自動火災報知 

（感知器） 

差動式（スポット型） ２ ４   ３ ９ 

 〃  （空気管式）     ２   ２ 

定温式（スポット型）   ２   １ ３ 

煙式・スポット型・光電式   １     １ 

発信機     １ １ ２ 

地区音響装置     １ １ ２ 

 

【陶芸用ガス窯及びガス窯用自動制御装置】 

ガス窯の種類 

還元式ガス窯、ダンパ付 

炉内容積：０．３６立方メートル以上 

炉 材 質：セラミックファイバー、耐火・耐熱煉瓦 

制御装置の種類 
プログラム制御盤（分析機能無し） 

ダンパ自動制御、無停電装置付 
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個人情報取扱特記事項 

（個人情報を取り扱う際の基本的事項） 

第１  指定管理者（以下「乙」という。）は、個人情報の保護の重要性を認識し、この仕様書

及び乙が行う管理業務に関して荒尾市（以下「甲」という。）と締結する協定書（以下「協定

書」という。）による事務を処理するための個人情報の取り扱いに当たっては、個人の権利

利益を侵害することのないよう、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）

及び荒尾市個人情報の保護に関する法律施行条例（令和５年条例第２号）に準拠し、個人情

報を適正に取り扱わなければならない。 

（秘密の保持） 

第２  乙は、この仕様書及び協定書による事務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に

知らせ、又は不当な目的に使用してはならない。指定期間が終了し、又は指定を取り消され

た後においても同様とする。 

（使用者への周知） 

第３  乙は、その使用する者に対し、在職中及び退職後においてもこの仕様書及び協定書に

よる事務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用しては

ならないことなど、個人情報保護の徹底について周知しなければならない。 

（適正な管理） 

第４  乙は、この仕様書及び協定書による事務に係る個人情報の漏えい、滅失、改ざん及び毀

損の防止を図るため、管理責任者を特定し、個人情報の適切な管理に努めなければならない。 

（収集の制限） 

第５  乙は、この仕様書及び協定書による事務を処理するために個人情報を収集するときは、

当該事務を処理するために必要な範囲内で、適性かつ公正な手段により収集しなければなら

ない。 

（第三者への提供の禁止） 

第６  乙は、甲の指示又は承諾があるときを除き、この仕様書及び協定書による事務に関し

て知り得た個人情報を当該事務を処理するため以外に使用し、又は第三者に引き渡してはな

らない。 

（複写、複製の禁止） 

第７  乙は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、この仕様書及び協定書によ

る事務を処理するにあたって、甲から提供された個人情報が記録された資料等を複写し、又

は複製してはならない。 

（再委託の禁止） 

第８  乙は、この仕様書及び協定書による事務を処理するための個人情報を自ら取り扱うも

のとし、甲の承諾があるときを除き、第三者に取り扱わせてはならない。 

（資料等の返還） 

第９  乙は、この仕様書及び協定書による事務を処理するために甲から貸与され、又は乙が

収集し、若しくは作成した個人情報が記録された資料等を、この指定期間の終了後直ちに甲

に返還し、又は引き渡すものとする。ただし、甲が別に指示したときは、当該方法によるも

のとする。 

（事故発生時における報告） 

第10  乙は、この個人情報取扱特記事項に違反する事態が生じ、又は生ずるおそれがあるこ

とを知ったときは、速やかに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。この指定期間が終了

し、又は指定を取り消された後においても同様とする。 



（指定の取り消し及び損害賠償） 

第11  甲は、乙がこの個人情報取扱特記事項に違反していると認めたときは、指定の取り消

し及び損害賠償の請求をすることができるものとする。 
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主なリスクの負担区分 

種類 内    容 
負 担 者 

荒尾市 指定管理者 

物価変動 

人件費、物品費等物価変動に伴う経費増加  ○ 

想定を著しく超える物価等の高騰による、指定管理業務

の継続が難しくなる程度の経費増加 
△（協議事項） 

金利変動 金利の変動に伴う経費増加  ○ 

住民及び利用者への

対応 

地域との協調  ○ 

指定管理業務に対する住民及び利用者からの苦情、訴訟

及び要望への対応 

 
○ 

上記以外 ○  

法令の変更 
指定管理業務に影響を及ぼす法令の変更 ○  

指定管理者に一般的に適用される法令の変更  ○ 

税制の変更 

指定管理業務に影響を及ぼす税制の変更（消費税等） ○  

指定管理者に影響を及ぼす一般的な税制の変更（法人税

等） 
 ○ 

事業の変更 市の政策による対象業務や仕様等の変更 ○  

事業の中止等 
市の政策による事業の中止等 ○  

指定管理者の責めに帰すべき事由による事業の中止等  ○ 

不可抗力 

不可抗力※1 の発生を起因とした施設・設備の損害に関

する復旧費用 
○  

新型コロナウイルス感染症等の拡大防止を目的とし、市

の指示により施設が休止等になった場合の指定管理者

の損害等 

※2 

上記以外の不可抗力の発生を起因とした指定管理者の

損害等 
※2 

書類 

市が作成した書類の誤りによるもの（募集要項、仕様書

等） 
○ 

 

指定管理者が作成した書類の誤りによるもの（事業計画

書等） 
 ○ 

協定不履行 
市によるもの（指定管理料の支払遅延等） ○  

指定管理者によるもの（業務不履行等）  ○ 

施設・設備の損傷 

指定管理者としての注意義務を怠ったことによるもの  ○ 

経年劣化によるもの（小規模なもの）  ○ 

〃     （上記以外） ○  

第三者の行為から生じたもので当該第三者が特定でき

ないもの（小規模なもの） 

 
○ 

第三者の行為から生じたもので相手方が特定できない

もの（上記以外） 
○ 

 



資料等の損傷 

指定管理者としての注意義務を怠ったことによるもの  ○ 

第三者の行為から生じたもので当該第三者が特定でき

ないもの（小規模なもの） 

 
○ 

第三者の行為から生じたもので当該第三者が特定でき

ないもの（上記以外） 
○ 

 

第三者への賠償 

指定管理者としての注意義務を怠ったことにより損害

を与えた場合 

 
○ 

上記以外の理由により損害を与えた場合 ○  

セキュリティ 

指定管理者としての注意義務を怠ったことによる情報

漏えい又は犯罪発生 

 
○ 

上記以外の理由による情報漏えい又は犯罪発生 ○  

事業終了時の費用 

指定期間が終了した場合（指定取り消しの場合を含む。）

における市又は市が指定するものに対する業務の引継

ぎに係る費用 

 

○ 

指定期間が終了した場合（指定取り消しの場合を含む。）

における原状復帰に係る費用 

 
○ 

※1不可抗力とは、暴風、大雨、洪水、地震、落盤、火災、争乱、暴動、感染症の流行その他の市又

は指定管理者のいずれの責めにも帰すことができない自然的又は人為的な現象をいう。 

※2 不可抗力の発生に起因して指定管理者に損害、損失及び増加費用が発生した場合、当該費用に

ついては合理性の認められる範囲で市が負担するものとする。 

 

 

 

  

 


